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科目名 対象学年 クラス規模 概要

中国語初級 1年生 2020年度 45人
2021年度 50人

１回６０分（2021年度から50分）の授業を月・木の週２回受
講（片方のみでの履修は出来ない、英語の裏に入る形で実
施）。１年間（全４学期）通して履修するのが基本で、中国語の
基礎を身につける。

中国語初級
（インテンシブ）

1年生 30～40人 １回１２０分（2021年度から100分）の授業を月・木の週２回
受講。「インテンシブ」は１年間（全４学期）通して優先的に初
修外国語を学びたい学生向けに開講。

中国語中級 2年生以上 最大３５人程度 １回１２０分（2021年度から100分）の授業を週１回金曜日
に開講。学期ごとに単発で履修も可能。長文読解がメインで、
1年次に身につけた中国語の基礎をブラッシュアップする。

中国俗文学論 修士課程 2～8人（年度により増
減。2020年度は4名）

週１回90分授業を基本的に毎年後期に開講。中国俗文学に
関する文献や作品の精読を通して、中国文学に親しみ、理解を
深める。

１．担当授業



２．使用ツール

オンデマンド：ｍoodle（PPT資料掲載・小テスト・課題）

リアルタイム：MicrosoftTeams（ビデオ会議）
→webカメラ（マイク内蔵）



３－１．授業実施形態：中国語初級授業

・2020年度1･2学期はZoom、それ以降はTeamsを使用
・奇数週木曜日：全員参加。出席点・課題点有り。

4～5人ずつに分け、発音課題を与えてグループ練習
→グループごとに1人ずつ発音チェック

・偶数週木曜日：自由参加。出席点・課題点無し。
→課文等の発音練習

オンデマンドとリアルタイムを併用

オンデマンド ・解説資料（音声組み込み式）PPTをMoodleに掲載

リアルタイム



解説資料PPT例

蛙田カエル
（カエル先生）

兎田ウサギ
（ウサギくん）



初級ミーティング課題例
1･2学期

初級ミーティング課題例
３･４学期

会話１【第 12課】（   ） 
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注意：A2・B2の最初の空欄には、 A1で入れた単語に応じた人称代名詞を入れること。 

グループごとに教科書に
基づいて作成したスキット
の空欄を自由に埋めさせ、
ペアで会話練習→ペア
ごとに発音チェック

こちらが指定した特定の
文章をグループごとに発
音練習→一人ずつ発音
チェック

会話２【第１３課】（   ） 

A１：你每天几点起床？ 

B１：我每天           起床。 

A２：从你家到学校要多长时间？  

B２：大概要            。 

注意：B2は、交通手段は問いませんが、かかる時間を具体的に答えましょう。 



メリット

文法学習はオンデマンド（解説・例文読み上げ音声付きPPT）
→わかるまで繰り返し視聴できる

発音練習はリアルタイム（Teams、奇数週必須、偶数週自由）
→クラスメイトと交流
→一緒に発音練習（ペア課題も有り）することで、自分
の発音をお互いに比較・確認できる
→少人数でグループ分けしておくことによって、教員側
も1人ずつの発音をチェックしやすい



３－２．授業実施形態：中国語中級授業

・2020年度1･2学期はZoom、それ以降はTeamsを使用
・2020年度１・２学期は毎週発音練習（自由参加）
・2020年度３学期以降は、２・４・６週目に発音練習（自由
参加）、３・５・７週目に事前に提出させたそれぞれの日本
語訳を持ち寄らせ、グループで訳文の検討→ブラッシュ
アップしたものを提出（必須参加）

オンデマンドとリアルタイムを併用

オンデマンド ・解説資料（音声組み込み式）PPTをMoodleに掲載

リアルタイム



ミーティング手順
１、グループのチャネル内に自分の訳文を投稿
２、5分程度で自分以外のメンバーの訳文を読む
３、チャネル内でビデオ会議を開き、誰の訳文を基礎にするかを相談
４、基礎にする訳文の作者が書記となり、ファイルを開いて画面共有
５、訳文の検討
６、会議終了後、書記がmoodle上の課題提出場所に代表で提出



メリット

基本の学習はオンデマンド（解説・例文読み上げ音声付きPPT）
→わかるまで繰り返し視聴できる

リアルタイム（Teams、奇数週必須、偶数週自由）
→クラスメイトと交流
→奇数週：訳文検討を通して理解を深める
→偶数週：発音練習もしっかりしたい人に対応



３－３．授業実施形態：中国俗文学論

Ｍoodleのフォーラムと対面を併用

フォーラム ・担当者がレジュメを授業時間までにUP。担当者以外
の学生は、UPされたレジュメを読み込み、その日のうち
に１つ以上の質問・疑問・意見を返信の形で書き込む。
担当者はそれらにさらに返信の形で回答。

対面 ・フォーラムでの質疑応答で解決しなかった問題点につ
いて、全員で議論を行う。



学生A

学生B

学生C

担当者

第１週授業日授業開始時刻までにレジュメUP



教員

第2週授業日12時までに修正稿UP

翌授業日までに最終稿UP

学生が作成したレジュメ例（一部）



メリット

・オンデマンドでのレジュメ公開とフォーラムでの議論により、対面
授業までに、それぞれが問題点についての考えをまとめる時間が
確保できる。

・公開されたレジュメについて、必ず質問を考えてフォーラムに投
稿する、という縛りをつけたことで、自分の担当以外の部分につい
てもしっかり予習しなければいけなくなり、議論が活発になった。



４．まとめ

▶メリット
・中国語授業では、学生はオンデマンド資料によって自分のペースで学習を進
めることができ、必要に応じて読み返しや聞き直しをすることができる。また、リ
アルタイムオンライン授業へ参加することで、発音練習・クラスメイトとの交流の
機会も確保。
・大学院授業では、オンラインでの予習の時間をしっかり取ることで、議論や理
解が深まり、対面授業自体が活発化。

▶課題
・自由参加の発音練習への参加率が低い。
・初級の履修者数の多いクラスでは、時間が毎回ぎりぎりになってしまう（超過
することも）。



ご清聴ありがとうございました


